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人権のひろば

【目標１３．　気候変動に具体的な対策を】 

気候変動から地球を守るために、今すぐことを起こすことを掲げた目標です。 
き こ う へんどう ちきゅう まも いま お かか

地球温暖化の進行により、熱波や干ばつ、 集 中 豪雨、大型台風など、世界中でさ 

ちきゅうおんだんか しんこう ね っぱ かん しゅうちゅうご う う おおがたたいふう せかいじゅう

まざまな自然災害があらゆる場所で発生しています。その 影 響 は、 農 業 や水 産 業、エネルギー 

し ぜ んさいがい ば し ょ はっせい えいきょう のうぎょう すいさんぎょう

などあらゆる分野に及び、 私 たちの暮らしに深刻な被害をもたらしています。地球温暖化は、私た 

ぶ ん や およ わたし く しんこく ひがい

ち人間が経済活動の中で出す二酸化炭素が主な原因です。今後も気温は、さらに 上 昇 するこ
にんげん けいざいかつどう なか だ に さ ん か た ん そ おも げんいん き お ん じょうしょう

とが予想されています。二酸化炭素排 出 量を減らし、温暖化にスットプをかけるよう世界中が
よ そ う はいしゅつりょう

協 力して対策を講じなければなりません。 
きょうりょく たいさく こう

大幅な温室効果ガスの削減は簡単なことではありません。しかし、私たちの地球を住みやすく
おおはば おんしつこ う か さくげん かんたん ちきゅう す

するのも私たち一人ひとりの行動次第です。電気をこまめに消してムダな電気を使わないこと、
こうどうし だ い

大量消費をやめて「 ３ R 」を心がけることも一つです。 
たいりょうしょうひ すりーあーる

【３R】R（リデュース） 物を大切に使い、ゴミを減らすこと。 

　　　 R（リユース）　  使えるものは繰り返し使うこと。 

　　　 R（リサイクル）  ごみを資源として再び利用すること。 

（出典：Edu Town SDDs　「わたしたちがつくる未来」）

ＳＤＧｓは、持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共 通の目標として、2030年度を達成
しゃかい じつげん め ざ せ か い きょうつう ね ん ど たっせい

年限とし、17 のゴール（目標）で構成されています。“人権ひろば”　では、人権に関する目標を
ねんげん こうせい じんけん かん

紹介していきます。 
しょうかい

 １０月１日　法の日　 
がつ ほう ひ

｢法の日｣は、国 民の皆さんに法の役 割や 重 要 性 について 考 えていただくきっかけになるよ
こくみん みな やくわり じゅうようせい かんが

うにと、裁 判 所、 警 察 庁 及び弁護士 会 の協 議で 提 唱 され、昭 和35(1960)年、政府によっ
さいばんしょ けいさつちょうおよ べ ん ご しかい きょうぎ ていしょう しょうわ せいふ

て｢国民をあげて法の 尊 重 、基本的人権の擁護、社 会 秩 序の確 立の精 神を 高 めるための日｣
そんちょう きほんてき ようご しゃかいちつじょ かくりつ せいしん たか

として定 められました。基本的人権はとても 大 切な権利なので、日本国憲 法の３原 則の一つとさ
さだ たいせつ けんり にほんこくけんぽう げんそく

れています。 

【３原則】基本的人権の尊重（人が生まれながらに持つ権利を尊重すること） 

　　　　　　　国民主権（国民が国の政治を決定する権利をもつこと） 
こくみんしゅけん

　　　　　　　平和主義（戦争放棄し、世界平和を願うこと）
へ い わ し ゅ ぎ せんそう ほ う き せ か い へ い わ ねが


